社会に還元できる知恵申込書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【記入例】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
社会に還元できる知恵申請書（融資申請者用）

社会に還元できる知恵申請書
【融資申請者用】
平成    年    月 　 日
私達は、以下の事項を承諾した上で、自らの持つ社会に還元できる知恵を提供します。
■私達は、下記の内容を十分に理解し、それを遵守します。
私達は、財団の行う信頼資本蓄積事業に協力を要請された場合、財団から強制されることなく、

自らの自主的な判断により、それに協力することができることを理解します。
■信頼資本データベース登録情報
私達は、下記に記載した事項が、融資の成立の有無に関係なく財団データベースに登録されること、そして融資が成立した場合には、財団の定める情報管理規則および信頼資本データベース管理運用規程に従い、その一部または全部が公開されることを承認します。
Ⅰ．基本情報
	氏名又は団体名・法人名
（融資申請事業名）
	

	フリガナ

代表者名

（団体の場合のみ）
	

	住所
	

	連絡先
	□電話番号
	

	
	□Emailアドレス
	


Ⅱ．社会に還元できる無形資産
１．自分（団体・法人）の知恵・知見・人的ネットワークをどのよう分野でどのように活用できるのか、貢献できると思う項目にチェックをした上で詳細をご記入ください。
（１）自分（団体・法人）が貢献している、またはしたいと思う社会的事業の分野　

複数回答可（□を■に変更してチェックしてください）
	□　農林水産畜産業　□　環境　 □　教育　 □　福祉　□医療 　□　人権
□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）


（２）上記で選択した分野において自分（団体・法人）が貢献できる分野
複数回答可（□を■に変更してチェックしてください）
	□事務全般
	□パソコンでの文書作成・データ集計
	□ホームページ制作

	□デザイン・イラスト製作
	□広報・PR
	□映像・音響

	□営業・マーケティング
	□イベント企画・運営
	□編集

	□通訳・翻訳
	□財務・会計
	□調査

	□学習支援・指導
	□スポーツ指導
	□写真

	□音楽
	□手工芸
	□保育

	□相談・カウンセリング
	□外出・買物支援
	□野外での活動

	□その他（
）


（３）（２）で選んだ分野で具体的にどのような貢献ができますか？
	選択した分野
	具体的な貢献内容
	貢献可能頻度
	無償／有償
※有償の場合条件を記載

	
	
	□６回／年以上

□２～５回／年
□１～２回／年
□１回／年　未満
	□無償

□有償

（条件：　　　

	
	
	□６回／年以上

□２～５回／年

□１～２回／年

□１回／年　未満
	□無償

□有償

（条件：　　　

	
	
	□６回／年以上

□２～５回／年

□１～２回／年

□１回／年　未満
	□無償

□有償

（条件：　　　

	
	
	□６回／年以上

□２～５回／年

□１～２回／年

□１回／年　未満
	□無償

□有償

（条件：　　　

	
	
	□６回／年以上

□２～５回／年
□１～２回／年

□１回／年　未満
	□無償

□有償

（条件：　　　

	
	
	□６回／年以上

□２～５回／年
□１～２回／年

□１回／年　未満
	□無償

□有償

（条件：　　　

	
	
	□６回／年以上

□２～５回／年
□１～２回／年

□１回／年　未満
	□無償

□有償

（条件：　　　


２．信頼資本データベース登録内容に関する確認事項
（□を■に変更してチェックしてください）

	確認事項

	1 上記データ中、公開できない事項はありますか？
※個人の特定できる情報は公開範囲に含まれません
	□　あり
	□　なし


	（①が「はい」の場合）

公開出来ない事項を具体的に教えてください。
	・

・

・

・

・
・

・
・

・


　　　以上
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